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光コムを用いた距離計測においては、光コムの制御性を用いて計測精度とダイナミックレンジ

が飛躍的に向上した[1]。一方、多点での距離計測、すなわち高精度な 3 次元計測手法への展開が

工学・産業の観点から切望されている。しかし既存法では、計測の高速性と、広いダイナミック

レンジおよび高精度･高分解能を両立することは容易ではなく、対象面を掃引して行う高精度なレ

ーザー測距法も静止対象物が前提となる。我々は、以前、チャープした超短パルス光を用いて、

時間情報を色(周波数)情報に変換して瞬時に取得する手法を開発し、高速現象の瞬時観測や動的

物体の形状計測に適用できる瞬時 3 次元計測法を実証した[2]。より実用的な計測法の開発のため

には、色信号取得系の簡素化と同時計測点増加にともなう距離情報の簡便な算出法の開発が必要

である。そこで本研究では、光コムの広帯域波長成分によるスペクトル干渉を用いて波長ごとの

輝度変化を簡便に算出し距離情報を得る手法を提案する。 

2 つに分けたパルスに遅延を与えて干渉させると、そのスペクトル上には遅延に応じて、波長ご

とに周期の異なる干渉縞が生じる。2 つに分けた超短パルス(パルス幅 57.6 fs, 波長 1.5~1.65 µm)の

片方を分散媒質でチャープ(1.7 ps)させて干渉させ、パルスの遅延時間(=距離)に応じたスペクトル

干渉縞を検出し、その周期の波長変化を用いて距離を算出した。実験では、パルス間遅延を変化

させ、スペクトル干渉縞間隔がチャープ度に応じて変化する様子を検出できた(図 1(a))。波長軸方

向での FFT で求めたスペクトルピークの線形変化(図 1(b))を直線近似して距離を算出した所、既

知の移動距離 2500 µm との差、標準偏差 39 µm が得られた(図 1(c))。計測精度は波長と処理の最

適化により向上できる。講演では、計測の高精度化、およびイメージングについて報告する。 
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図 1 (a)OSA で計測したスペクトル干渉、(b)(a)の FFT 結果、(c)遅延距離と提案手法の計算値 
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